
キリスト教シオニズムを問う声明

私たちは、イエス・キリストの教えに基づいて、キリスト教シオニズムの神学と政治が拡大していること

を憂慮します。キリスト教シオニズムとは、イスラエルの建国と領土の拡大を、イエスの再臨に向けた聖

書の預言の成就とみなし、パレスチナの全土はイスラエルに帰属するべきであると考える神学的と政治的

動きのことを言います。

今日、キリスト教シオニズムを支援しているのは、「イスラエルを支援することによって神からの祝福

を受ける」と信じる繁栄の福音のキリスト者や、「イスラエルの建国や拡大をイエスの再臨が近づいてい

る徴」ととらえるディスペンセーショナリズムのキリスト者の間に広がっています。しかし、かつてはア

メリカの主流教派やイギリス国教会がユダヤ人のパレスチナ入植やユダヤ人国家建設の後押しをしてい

ました。

そのことをふまえて私たちは、以下のように宣言します。

1. 私たちは、1948 年に建国されたイスラエルと聖書のイスラエルとは明確に分けます。ましてや現代の

イスラエルを、聖書の預言の成就と捉えたり、終末の接近の徴ととらえたりすることを拒否します。

2. 私たちは、聖書の中で神がアブラハムに、またエジプトを脱出したイスラエルの民にした土地の取得

の約束が、今日のイスラエルがしているパレスチナ人に対するジェノサイドを正当化するものに用い

られることがあってはならないと宣言します。

3. 私たちは、イスラエル政府やキリスト教シオニストたちが、ヨルダン川西岸地区の呼称を、聖書にち

なんで「ユダヤ・サマリア」と変更することによって、西岸地区がイスラエルに帰属している印象を

餓えつけようとする策動に抗議します。

4. 反シオニズムと反セミティズムは明確に区別しなければならない。

5. 私たちは、これまで聖書をとおして、イスラエルがパレスチナからアラブ人を追い出すことを肯定す

るようなメッセージを伝えていなかったか、また、キリスト教シオニズムのバイアスのかかった聖書

理解を拡大してしまっていなかったか、これまでの礼拝の説教や教会学校・キリスト教学校の教材を

点検していくように、教派・超教派(エキュメニカル)組織、聖書刊行団体、キリスト教学校、キリスト

教出版社に呼びかけます。

6. 私たちは、パレスチナのアラブ人キリスト者やムスリムについてもっと知識を得、連帯できるように

備えます。

7. 私たちは、日本のキリスト者のなかにイスラエル極右政権と日本政府を結びつけようとする動きがあ

ることを憂慮します。

8. 私たちは、イスラエルに対して、ガザへの支援物資の搬入を認め、治療を必要とする人々の移送を認

めること、そして、ヨルダン川西岸地区における入植者によるパレスチナ人に対する暴力をやめさせ

るように求めます。そして、パレスチナに正義が大河のように流れるように祈り求めます。
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